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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年11月8日(2012.11.8)

【公開番号】特開2011-72668(P2011-72668A)
【公開日】平成23年4月14日(2011.4.14)
【年通号数】公開・登録公報2011-015
【出願番号】特願2009-228707(P2009-228707)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３０４Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２６Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月26日(2012.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技情報を外部に出力するための配線が接続される接続装置を備えた遊技機において、
　前記接続装置は、前記配線が挿入される挿入孔を有するケース部材と、そのケース部材
の挿入口の内壁に配設される端子部材と、その端子部材に対して近接離間可能な状態で前
記ケース部材に配設されるレバー部材と、そのレバー部材を前記端子部材に近接する側へ
向けて付勢する付勢部材と、を備え、
　前記レバー部材が押圧操作されることで、前記レバー部材が前記端子部材から離間する
方向へ移動される一方、そのレバー部材の押圧操作が解除されることで、前記付勢部材の
付勢により前記レバー部材が前記端子部材に近接する方向へ移動され、
　前記レバー部材は、前記ケース部材から突出される第１操作部を有する第１レバー部材
と、前記ケース部材から突出される第２操作部を有すると共にその第２操作部が前記第１
レバー部材の第１操作部よりも前記押圧操作の方向と反対側へ後退して位置する第２レバ
ー部材とを少なくとも備えることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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